
公
立
三
大
学
合
同
大
学
説
明
会

模
擬
授
業
資
料

平
成
十
六
年
八
月
二
十
六
日

渋
川
女
子
高
校

「
語

源

の

話
」

北

川

和

秀

群
馬
県
立
女
子
大
学

語
源
を
考
え
る
上
で
必
要
な
こ
と

○
漢
字
表
記
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
。

○
で
き
る
だ
け
古
い
時
代
の
語
形
・
語
義
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
。

○
歴
史
的
仮
名
遣
い
（
旧
か
な
）
で
考
え
る
。

○
ロ
ー
マ
字
で
考
え
て
み
る
。

○
同
種
・
同
類
の
例
を
探
し
て
み
る
。

一
、
導
入
一
（
地
名
起
源
説
話
）

・
日

本

武

尊
の

曰

は
く

「
蝦
夷
の
凶
し
き

首

、

咸

に
其
の
辜
に

伏

ひ
ぬ
。
唯
信
濃
国

、

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

の
た
ま

え

み

し

あ

ひ
と
ど
も

こ
と
ご
と
く

そ

つ
み

し
た
が

た
だ
し
な
の
の
く
に

・
越

国
の
み
、

頗

未
だ

化

に
従
は
ず
」
と
の
た
ま
ふ
。
則
ち
甲
斐
よ
り

北

、
武
蔵

こ
し
の
く
に

す
こ
ぶ
る
い
ま

み
お
も
ぶ
け

か

ひ

き
た
の
か
た

む

ざ

し

・
上

野
を
転
歴
り
て
、

西

碓
日
坂
に
逮
り
ま
す
。
時
に
日
本
武
尊
、
毎
に
弟

橘

媛
を
顧

か
み
つ
け
の

め

ぐ

に
し
の
か
た
う
す
ひ
の
さ
か

い
た

つ
ね

お
と
た
ち
ば
な
ひ
め

し
の

び
た
ま
ふ
情
有
し
ま
す
。
故
、
碓
日
嶺
に
登
り
て
、
東

南
を
望
り
て
三
た
び
歎
き
て

曰

は

ま

か
れ

う
す
ひ
の
み
ね

た
つ
み
の
か
た

お
せ

み

の
た
ま

く

「
吾
嬬
は
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
故
因
り
て
山
の

東

の
諸

国
を
号
け
て
、
吾
嬬
国
と
曰

、

あ

づ

ま

か
れ

よ

ひ
む
が
し

も
ろ
も
ろ
の
く
に

な
づ

あ
づ
ま
の
く
に

い

ふ

〈
日
本
書
紀

〉

。

景
行
四
〇
年
是
歳

二
、
導
入
二
（
さ
け
の
さ
か
な
）

「
さ
か
な
」
の
漢
字
表
記

ア
、
魚

イ
、
肴

「
な
」
は
本
来
お
か
ず
（
副
食
物
）
の
こ
と
。
魚
、
肉
、
野
菜
な
ど
、
す
べ
て
「
な

。
」

さ
か
な

は

さ
か

酒

＋
な

副
食
物

魚
は

美
称
の

ま

真

を
付
け
て

ま

「

」

「

（

）

（

）
」
。

、

「

（

）
」

「

な
」
と
も
い
う
。
↓
「
ま
な
い
た
」

魚
は
「
う
を
」
と
い
っ
た
。
魚
を
「
さ
か
な
」
と
言
う
よ
う
に
な
る
の
は
江
戸
時
代
か
ら
。

ナ
マ
の
魚
を
「
う
お

、
調
理
し
た
魚
を
「
さ
か
な
」
と
い
っ
て
区
別
す
る
地
方
も
あ
る
。

」

三
、
露
出
形
と
被
覆
形

【
単
独
だ
と
エ
段
、
熟
語
に
な
る
と
ア
段
】

①
さ
け
（
酒
）

さ
か
ぐ
ら
（
酒
蔵
）

さ
か
だ
る
（
酒
樽
）

さ
か
づ
き
（
酒
盃
）

さ
か
な
（
肴
）

さ
か
ば
（
酒
場
）

さ
か
も
り
（
酒
盛
り
）

さ
か
や
（
酒
屋
）

②
つ
め
（
爪
）

つ
ま
さ
き
（
爪
先
）

つ
ま
づ
く
（
爪
突
く
）

つ
ま
は
じ
き
（
爪
弾
き
）

つ
ま
び
き
（
爪
弾
き
）

つ
ま
む
（
摘
む
）

つ
ま
よ
う
じ
（
爪
楊
枝
）

③
あ
め
（
雨
）

あ
ま
お
と
（
雨
音
）

あ
ま
が
え
る
（
雨
蛙
）

あ
ま
が
さ
（
雨
傘
）

あ
ま
ぐ
（
雨
具
）

あ
ま
ご
い
（
雨
乞
い
）

あ
ま
だ
れ
（
雨
垂
れ
）

あ
ま
ど
（
雨
戸
）

あ
ま
も
り
（
雨
漏
り
）

④
か
ね
（
金
）

か
な
あ
み
（
金
網
）

か
な
が
た
（
金
型
）

か
な
ぐ
（
金
具
）

か
な
し
ば
り
（
金
縛
り
）

か
な
づ
ち
（
金
槌
）

か
な
ぼ
う
（
金
棒
）

か
な
も
の
（
金
物
）

⑤
め
（
目
）

ま
つ
げ
（
目
つ
毛
）

ま
な
こ
（
目
な
子
）

ま
な
ざ
し
（
目
な
差
し
）

ま
な
じ
り
（
目
な
尻
）

ま
ば
た
き
（
目
叩
き
）

ま
ば
ゆ
い
（
目
映
い
）

ま
ぶ
た
（
目
蓋
）

ま
へ
（
前
／
ま
（
目
）
＋
へ
（
方

）
）

【
単
独
だ
と
イ
段
、
熟
語
に
な
る
と
オ
段
】

①
き
（
木
）

こ
か
げ
（
木
陰
）

こ
が
ら
し
（
木
枯
）

こ
ぐ
ち
（
木
口
）

こ
ず
え
（
木
末
）

こ
だ
ち
（
木
立
）

こ
だ
ま
（
木
霊
）

こ
の
は
（
木
の
葉
）

こ
も
れ
び
（
木
漏
れ
日
）

②
ひ
（
火
）

ほ
て
る
（
火
照
る
）

ほ
の
ほ
（
炎
／
火
の
穂
）

＊
「
穂
」
は
「
秀

。
稲
穂
、
波
の
穂
、
槍
の
穂
先
、
伊
香
保
、
穂
高

」



四
、
色
の
名
前

○
古
代
の
基
本
色
は
「
あ
か

「
く
ろ

「
し
ろ

「
あ
を
」
の
四
色
。

」

」

」

・
赤
・
黒
は
明
暗

「
あ
か
」
は
「
明
し

「
く
ろ
」
は
「
暗
し
」

。

」
、

・
白
・
青
は
顕
漠
か

「
し
ろ
」
は
「
い
ち
し
ろ
し

（
著
）

。

」

「
あ
を
」
は
未
詳
。
あ
る
い
は
「
藍
（
あ
ゐ

」
と
同
語
源
か
。

）

○
植
物
に
由
来
す
る
色
名
が
多
い
。

・
あ
か
ね
（
赤
根

、
あ
さ
ぎ
（
浅
葱

、
あ
ゐ
（
藍

、
く
れ
な
ゐ
（
呉
の
藍

、

）

）

）

）

む
ら
さ
き
（
紫
／
群
咲
き

、
や
ま
ぶ
き
（
山
吹
）

）

○
「
み
ど
り
」
は
、
本
来
は
「
萌
え
出
た
ば
か
り
の
若
葉
」
の
意
。

五
、
撥
音
化
し
て
次
の
音
が
濁
音
に
な
っ
た
例

・
す
み
す
り
（
墨
磨
り
）

（
ス
ン
ズ
リ
）

す
ず
り
（
硯
）

・
ふ
み
て
（
文
手
）

（
フ
ン
デ
）

ふ
で
（
筆
）

・
の
み
と
（
飲
み
門
）

（
ノ
ン
ド
）

の
ど
（
喉
）

六
、
漢
語
起
源
の
言
葉

○
漢
語
か
ら
で
き
た
和
語

・
銭
（
セ
ン
↓
ぜ
に

、
馬
（
マ
↓
む
ま

、
梅
（
メ
イ
↓
む
め

、

）

）

）

鬼
（
オ
ン
（
隠
）
↓
お
に

、
縁
（
エ
ン
↓
え
に
し
）

）

○
訓
と
間
違
え
そ
う
な
音

・
菊
（
キ
ク

、
駅
（
エ
キ
）

）

七
、
単
語
家
族
の
例

①
い
き
（
息

、
い
き
る
（
生
き
る

、
い
こ
ふ
（
憩
ふ

、
な
げ
き
（
嘆
き
／
長
＋
息
）

）

）

）

②
お
と
（
弟
・
乙

、
お
と
う
と
（
弟
。
お
と
ひ
と

、
お
と
す
（
落

、
お
と
る
（
劣

、

）

）

）

）

お
と
ろ
へ
（
衰
）

＊
「
乙
女
」
は
「
を
と
め
」
な
の
で
、
こ
れ
と
は
別

「
を
と
こ
（
男

」
の
「
を
と
」
と
同

。

）

じ
く

「
年
若
い
」
の
意
。

、

③
い
か
め
し
（
厳

、
い
か
づ
ち
（
雷

、
い
か
る
（
怒

、
い
か
ほ
〔
地
名
〕

）

）

）

④
み
づ
（
水

、
み
な
か
み
（
水
な
上

、
み
な
と
（
港
／
水
な
門

、

）

）

）

み
な
も
と
（
源
／
水
な
元

、
い
づ
み
（
泉
／
出
づ
水
）

）

⑤
や
す
（
痩

、
や
さ
し
（
優
・
易
）

）

＊
世
の
中
を
憂
し
と
や
さ
し
と
思
へ
ど
も
飛
び
立
ち
か
ね
つ
鳥
に
し
あ
ら
ね
ば
（
山
上
憶
良
）

八
、
地
名
表
記
（
近
江
・
上
野
に
つ
い
て
）

①
「
近
江
」
は
ど
う
し
て
「
お
う
み
」
と
訓
む
の
か
？

「
お
う
み
」
の
意
味
は
？

・

う
み
」
と
い
う
語
は
、
海
水
の
海
だ
け
で
な
く
、
淡
水
の
う
み
（
湖
）
も
含
ん
だ
。

「・
淡
水
の
「
う
み
」
の
み
を
指
す
語
に
は

「
み
づ
う
み
」
ま
た
は
「
あ
は
う
み
（
淡
海

」

、

）

が
あ
る
。
海
水
の
「
う
み
」
は
「
し
ほ
う
み
（
塩
海

。
）
」

・
現
在
の
滋
賀
県
は
、
日
本
最
大
の
湖
で
あ
る
琵
琶
湖
が
あ
る
の
で
、
淡
海
国
と
い
っ
た
。
よ

み
は
「
あ
は
う
み
」
↓
「
あ
ふ
み

。
」

・
現
在
の
静
岡
県
西
部
は
浜
名
湖
が
あ
る
の
で

「
遠
淡
海
（
と
ほ
つ
あ
ふ
み

」
の
国
と
い

、

）

っ
た
。
今
の
滋
賀
県
は
「
近
淡
海
（
ち
か
つ
あ
ふ
み

」
の
国
。
遠
近
は
都
か
ら
見
て
。

）

・
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
頃
、
国
名
は
漢
字
二
字
と
定
め
ら
れ
た

「
近
淡
海

「
遠
淡
海
」

。

」

は
と
も
に
漢
字
三
字
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

「
淡
海
」
を
「
江
」
と
置
き
換
え

「
近
江
」

、

、

「
遠
江
」
と
改
め
た
。
し
か
し
、
よ
み
は
従
来
通
り

「
ち
か
つ
あ
ふ
み

「
と
ほ
つ
あ
ふ

、

」

み
」
の
ま
ま
。

・
両
国
を
区
別
す
る
の
に
、
遠
江
を
「
と
ほ
つ
あ
ふ
み
」
と
言
え
ば
、
近
江
の
方
は
、
わ
ざ
わ

ざ
「
ち
か
つ
あ
ふ
み
」
と
言
う
必
要
は
な
い
。
そ
こ
で
、
近
江
は
単
に
「
あ
ふ
み
」
と
言
う

よ
う
に
な
っ
た
。

②
「
上
野
」
は
ど
う
し
て
「
こ
う
づ
け
」
と
訓
む
の
か
？

「
こ
う
づ
け
」
の
意
味
は
？

、

「

（

）
」

。

・
現
在
の
群
馬
県
・
栃
木
県
の
あ
た
り
は

古
く
は

毛
野
国

け
の
の
く
に

と
い
っ
た

・
こ
の
国
を
二
つ
に
分
け

「
上
毛
野
（
か
み
つ
け
の

「
下
毛
野
（
し
も
つ
け
の

」
と
呼

、

）
」

）

ん
だ
。
都
に
近
い
方
が
「
上

、
遠
い
方
が
「
下

。

」

」

・
こ
の
両
国
名
は
、
漢
字
二
字
化
の
折
、
中
間
の
「
毛
」
の
字
を
切
り
捨
て
て

「
上
野

「
下

、

」

野
」
と
し
た
。
よ
み
は
従
来
通
り
「
か
み
つ
け
の

「
し
も
つ
け
の
」
の
ま
ま
。

」

・
や
が
て
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て

「
か
み
つ
け
の
」
↓
「
か
み
つ
け
」
↓
「
か
ん
づ
け
」

、

↓
「
か
う
づ
け
」
↓
「
こ
う
づ
け
」
と
変
化
し
て
い
っ
た
。


